






















1924）から送られた 100 通以上の手紙が書簡集として 1952 年に（1）、また、ブー




























らの記事はまた 1920 年代にほぼ限定される。よって、本研究では、1920 年




















1920 年 3 月 14 日付の日刊紙『論壇』（Tribuna, 1919-1928）である。その後、
エッセイの寄稿も続けながら定期的にモード記事を執筆し始め、1921 年 5
月には、同紙においてイェセンスカーの学生時代からの友人イーロフスカー
（Stanislava （愛称 Stáša） Jílovská, 1898-1955）とともに毎週日曜日発行の別刷
り版「モード評」（Modní revue, 1921-1926（8））を立ち上げるに至った。「モー
























































ネの中毒となり、執筆面にも影響が出た。結果的に、1929 年 3 月に『国民
新聞』を解雇された。
　その後、先述のペロウトゥカが 1929 年当時、編集長を勤めていた『人民
新聞』（Lidové noviny, 1893-1952, 1990- ）で採用となった。しかし、当該紙では、























































　『国民新聞』での活動期間は、1922 年 12 月から 1929 年 3 月末までである。
1922 年は、『論壇』をメインとしていたため、当該紙での掲載は不定期であっ


















　当該紙における記事は多くはない。携わった期間も、1926 年 11 月の創刊









































































































































































































































































































































































（ 1 ） Franz Kafka. Briefe an Milena. hrsg. von Willy Haas. Frankfurt a M.: S. Fischer, 1952.
（ 2 ） Margarete Buber-Neumann. Kafkas Freundin Milena. München: Gotthold Müller, 
1963、イェセンスカーを知る人物の伝記は、彼女の娘によるものが Jana Černá. 
Adresát Milena Jesenská. Praha: Klub přátel poesie, 1969（1963 年に印刷された未刊
行のコピーがチェコの国立図書館に収蔵されている）、学友であり同僚による
ものが Jaroslava Vondráčková. Kolem Mileny Jesenské. Praha: Torst, 1991。以下、研
究者による伝記および著作選集を時系列に挙げておく。Milena Jesenská. Allest 
ist Leben: Feuilletons und Reportagen 1919-1939. Dorothea Rein （ed.）. Frankfurt a 
M.: Neue Kritik, 1984（著作選集）、Marta Marková-Kotyková. Mýtus Milena: Milena 
Jesenská jinak. Praha: Primus, 1993（著作選集含む）、Alena Wagnerová. Milena 
Jesenská: Biographie. Frankfurt a M.: Bollmann, 1994、Mary Hockaday. Kafka, Love, 
and Courage: The Life of Milena Jesenská. Woodstock, New York: The Overlook 
Press, 1995、Kathleen Hayes. The Journalism of Milena Jesenská: A Critical Voice in 
Interwar Central Europe. New York, Oxford: Berghahn, 2003（著作選集）、Milena 
Jesenská. Křižovatky: výbor z díla. Marie Jirásková （ed.） . Praha: Torst, 2016（著作選
集）。
（ 3 ） Hayes, op.cit.
（ 4 ） Jirásková （ed.）, op.cit.
（ 5 ） この他、ドイツ語からの重訳ではあるが、松下たえ子編訳『ミレナ 記事と手紙』
みすず書房、2009 年も日本語で読める貴重な刊行書として挙げておかなければ
ならない。
（ 6 ） 以下、本節は主に、Hayes, op.cit、Vondroáčková, op. cit.、Lenka Penkalová. Rubriky 
pro ženy v denním tisku 20. let 20. století a jejich autorky: Olga Fastrová, Marie Fantová, 





（ 7 ） 多くの伝記では、1919 年 12 月 30 日付『論壇』一面に掲載されたエッセイ「ウィー
ン」が最初とされている。しかし、チェコのメディア史研究者ペンカロヴァー
がその博士論文（Penkalová, op.cit.）の中で指摘するように、1919 年 11 月 9 日
にはすでに、後述の記事「ウィーン」のペンネームと同じ M.P. の名で、フランス・
ジャムの「楽園」の翻訳記事が掲載されている（イラースコヴァーも 2016 年
の著作選集に収録）。もっとも、ペンカロヴァーは、1919 年 11 月 4 日の一面に
掲載された記事「映画の新潮流」が最初ではないかと指摘し、その理由を当該
記事のペンネームが、イェセンスカーが 1920 年代初頭に多用したペンネーム A. 
X. Nessey や AX.、AXN と同じだからとしている。しかし、当該ペンネームは
厳密には、a. x. であり、多用した A. X. Nessay や A. X. N. とは異なる上、記事
の内容からもこの説には疑問符がつく。（ちなみに、A. X. Nessey は Jesenská を
逆さ読みにしたものである。）筆者は、現時点においては 1919 年 11 月 9 日の




（ 8 ） 『論壇』の別刷りとしての発行期間。その後、1927 年に同名のまま週刊誌とし
て独立し、副題「チェコの知的な女性の新聞」List české inteligentní ženy や「モ
ダンな女性の新聞」List moderní ženy を付して 1931 年まで続いた。




（10） Zdeněk Kárník. České země v éře první republiky (1918-1938): Díl první: Vznik, 
budování a zlatá léta republiky (1918-1929). Praha: Libri, 2003, s. 340. および Zdeněk 
Kárník. Malé dějiny československé (1867-1939). Praha: Dokořán, 2008, s. 205. 後者で
は、「共和国の懸案事項を批判的かつ思慮深く理解することに、ジャーナリズ
ムにおいて他の誰よりも長けていた」と評価されている。











（13） 内訳は、翻訳が 55 本（但し、連載を 1 本と数えると、27 本）、フェイェトンと
呼ばれる一面の下方欄に掲載される文芸記事が 34 本、厳密な意味で服飾をテー
マとするものが 175 本、それ以外が 27 本である。
（14） 内訳は、翻訳が 150 本（但し、連載を 1 本と数えると、11 本）、フェイェトン
が 29 本、モード記事が 620 本、アンケート募集記事が 10 本、編集記 1 本である。
（15） 原語：Rubrika ze dne. 英訳すると“Section of the Day”といったところ。したがっ
て、日本語に直訳すれば「今日の一欄」といったところであろうか。ここでは、
本文の通り「今日のコラム」とする。
（16） イェセンスカーの記事の最後の 4本（1930年 4月 20日付、4月 27日付、5月 11日付、
6 月 1 日付）の記事は、「家庭」が外され、「モード・社会」欄に変更している。
（17）   “Even in her articles specifically addressed to clothing, fashion was in fact a secondary 
issue: she was more interested in the lifestyle of the new generation, and considered 
dress to be only its expression.” Eva Uchalová. Czech Fashion 1918-1939. The 
Elegance of the First Republic. Praha: Olympia, The Museum of Decorative Arts in 
Prague, 1996, p. 47
（18） Marková-Kotyková, op.cit., s. 35.
（19） Milena Jesenská. „Koupelna, tělo a elegance” , Národní listy, 23.1.1923. s. 4.
（20） Milena. „Hubená a štíhlá.” , Národní listy, 3.5.1925.Vzdělávací příloha s. 2.




（25） ヤン・ネヘラ（Jan Nehera, 1899-1958）が 1923 年に立ち上げた服飾デザイン販
売会社「ネヘラ」は、1930 年代には世界進出し、世界中に 130 店舗を構えた、
チェコスロヴァキアでもっとも成功した高級ブティックの一つであるが、ネヘ
ラは、1920 年代および 1930 年代の新聞や雑誌に多くの広告を掲載した。広告
には「衣服は人を作る — ネヘラはドレスを作る」というコピーを使用した。
また、チェコでは今もなお愛される喜劇俳優で劇作家のコンビ、ヤン・ヴェリ
フ（Jan Werich, 1905-1980）とイジー・ヴォスコヴェッツ（Jiří Voskovec, 1905-
1981）の 2 人は 1934 年に「衣服は人を作る」というタイトルの歌を共同で作詞
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（27） Ibid.
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（33） Ibid.
（34） Ibid.
（35） Milena. „Kravaty a bluzy” , Tribuna – Modní revue, 25.6.1922. s. 4-5.
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（40） Ibid.
（41） エリザベート・ヴァイスマン『ココ・シャネル — 時代に挑戦した炎の女』深
味純子訳、阪急コミュニケーションズ、2009 年、93 頁。
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Fashion Journalism in the Articles of Milena Jesenská(1)(clothes): 
A Consideration in the Study of Czech Culture in the 1920s.
HANDA Sachiko
This paper analyzes the 1920s fashion articles of Milena Jesenská, a popular 
journalist in interwar Czechoslovakia. It considers her attitudes toward fashion, 
how she viewed fashion at the time, and the messages she desired to convey to her 
readers through.
In this paper, I first summarize her career as a fashion journalist and the 
tendencies of the contents of her articles on three newspapers, (Tribuna, Národní 
listy, Lidové noviny) and the magazine (Pestrý týden). Second, I analyze her fashion 
articles to clarify her dominant view toward clothing in general and the concrete 
fashion styles she recommended for the workplace and home life.
This paper concludes that she emphasized both the exterior and interior 
qualities of person. That is, she placed equal emphasis on clothes and the body and 
soul. Besides this, she emphasized the harmony, the consistency, and necessary 
balance of both. It further concludes that there are differences of styles in detail but 
commonality in idea: practicality, functionality, and neatness. The final conclusion 
is that those ideas arose from her demand that her female readers garner mental 
independence.
